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特別規則書

２０１９年　４月２７日（土）～２８日(日）

オーガナイザー　：　ルート・１０・延岡

　ＴＯＹＯＴＡ　ＧＡＺＯＯ　Ｒａｃｉｎｇ　Ｒａｌｌｙ　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ　　　　

ＪＡＦ公認準国内競技

組織許可番号：２０１９－５０１２

ＪＡＦ九州ラリー選手権　第２戦

ＪＭＲＣ九州ラリーチャンピオンシリーズ　第２戦

ＪＭＲＣ九州ラリーチャレンジ部門　第２戦



　本競技会は、日本自動車連盟（ＪＡＦ）の公認のもとに、ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則
及びその付則、２０１９日本ラリー選手権規定、ＪＭＲＣ九州ラリー競技統一規則ならびに本特別
規則に従って開催される。

第1条　組織
　1　競技会の名称及び種目・格式
　　　　ＪＡＦ九州ラリー選手権第2戦　
　　　　ＪＭＲＣ九州ラリーチャンピオンシリーズ第2戦
　　　　ＪＭＲＣ九州ラリーチャレンジ部門第2戦
　　　　ＴＯＹＯＴＡ　ＧＡＺＯＯ　Ｒａｃｉｎｇ　Ｒａｌｌｙ　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ　２０１９　
　　　　Ｊｏｉｎｔ　Ｃｕｐ　九州シリーズ第2戦
　　　　ひむかラリー　２０１９　　（スペシャルステージラリー）
　　　　ＪＡＦ公認　準国内競技（２０１９－５０１２）
　２　開催日
　　　　2019年4月2７日（土）～4月2８日（日）
　３　オーガナイザー
　　　　ルート・１０・延岡（Ｒ－１０－Ｎ）　　代表者　土田孝男
　４　大会事務局及び参加申込場所
　　　　〒８８９－０５０５　宮崎県延岡市北一ヶ岡２丁目５－８
　　　　　　ルート・１０・延岡　　事務局　松田裕司　
　　　　　　　　ＴＥＬ　０９８２－３７－０２５３　ＦＡＸ　０９８２－３７－０２５３
　５　大会役員　
　　　　大会会長　　　　土　田　孝　男（Ｒ－１０－Ｎ）
　　　　組織委員長　　　日　高　重　貴
　　　　組織委員　　　　工　藤　修　一　・　常　増　良　彦
　６　競技会審査委員会
　　　　審査委員長　　　三　重　野　正　治（ＪＭＲＣ九州派遣）
　　　　審査委員　　　　荒　殿　一　郎　・　松　下　哲　郎
　７　大会競技役員
　　　　競技長　　　　　吉　村　修　二　　　　副競技長　　　　　久木野　聖
　　　　コース委員長　　松　田　裕　司　　　　副コース委員長　　米　良　薫
　　　　計時委員長　　　宮　前　満　男　　　　副計時委員長　　　大　戸　孝　一
　　　　技術委員長　　　林　和　彦　　　　　　副技術委員長　　　高　見　順
　　　　救急委員長　　　長　野　宏　一
　　　　医師団長　　　　山　口　吉　兼
　　　　事務局　　　　　松　田　裕　司

第２条　競技内容及び大会本部（ＨＱ）
　１　コースの総距離　　　　１5０ｋｍ　（宮崎県内一般公道及び林道）
　２　ＳＳの数　　　　　　　７
　３　ＳＳの総距離　　　　　約３０ｋｍ
　４　セクションの数　　　　２
　５　デイの数　　　　　　　１
　６　ＳＳ区間の路面　　　　舗装路面
　７　大会本部（ＨＱ）　　　宮崎県東臼杵郡美郷町南郷神門２８７　　
　　　　　　　　　　　　　　　南郷農林業者トレーニングセンター　

第３条　タイムスケジュール
　　「４月２７日（土）」
　　　　ＨＱ開設　　　　　　　　　　　　１０：００
　　　　レッキ受付　　　　　　　　　　　１２：００～１２：１５
　　　　レッキ説明　　　　　　　　　　　１２：３０～１２：４０
　　　　レッキ　　　　　　　　　　　　　１３：００～１６：００
　　　　参加確認　　　　　　　　　　　　１６：００～１６：３０
　　　　車検　　　　　　　　　　　　　　１６：００～１７：００
　　　　第１回審査委員会　　　　　　　　１７：００～
　　　　スタートリスト発表　　　　　　　１７：２０
　　　　ドライバーズブリーフィング　　　１７：３０～
　　「４月２８日（日）」
　　　　ラリースタート（１号車）　　　　 ７：００
　　　　ラリーフィニッシュ（１号車）　　１4：５1（予定）
　　　　暫定結果発表　　　　　　　　　　１6：００（予定）

公示



　　　　表彰式　　　　　　　　　　　　　１6：３０（予定）
　　　　ＨＱ閉鎖　　　　　　　　　　　　１7：００（予定）

第４条　公式通知
　１　本規則書に記載されていない競技運営に関する細則ならびに指示事項は、公式通知によって
　　　指示される。
　２　公式通知の掲示場所は、大会本部（ＨＱ）入口正面の掲示版とする。
　３　スタート後において、緊急事態が生じた場合、タイムコントロール又はコース上において
　　　競技役員により口頭、文書などで示される場合がある。

第５条　参加資格
　１　１台に乗車する定員は、ドライバー、コ・ドライバーの２名とする
　２　参加者は、ラリー競技に有効な対人保険及びＪＭＲＣ全国共同共済もしくはそれと同等
 　　（１０００万円）の損害保険に加入していること。

第６条　クラス区分及び参加台数
　１　本競技会においては、それぞれ下記のクラス区分とする。
　　　「選手権・ＪＭＲＣ・ＴＯＹＯＴＡ　ＧＡＺＯＯシリーズ」
　　　　・ＲＨ１クラス　：　気筒容積3000ｃｃを超えるＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車両
　　　　　　　　　　　　　　及び気筒容積区分なしのＲ車両
　　　　・ＲＨ２クラス　：　気筒容積１５００ｃｃを超え、
　　　　　　　　　　　　　　３０００ｃｃ以下のＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車両
　　　　・ＲＨ３クラス　：　気筒容積１５００ｃｃ以下のＲＪ車両、ＲＦ車両
　　　　・ＲＨ４クラス　：　気筒容積１５００ｃｃ以下の２輪駆動のＲＰＮ車両
　　　　・ＲＨ５クラス　：　気筒容積区分なしＡＴ限定のＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車両
　　　　　　　　　　　　　　及びＡＥ車両
　　　　　　＊第１２条参加車両３．による年次制限は行わない
　　　「チャレンジクラス」
　　　　・１クラス　　　：　２輪駆動車
　　　　・２クラス　　　：　４輪駆動車
　　　「オープンクラス」
　　　　・区分無し
　２　本競技会の出場台数は、各クラス合わせて６０台以内とする。

第７条　参加車両
　１　参加車両はＲＮ・ＲＪ・ＲＦ・ＲＰＮ・ＡＥ車両及び、ＪＭＲＣ九州ラリー統一規則
　　　の通りとする。チャレンジ・オープンンクラスは、ＲＢ車両も参加できる。
　２　排気系マフラー（ＥＸマニホールドは含まれない）については変更可とするが、該当ＪＡＦ
　　　国内競技車両規則（第２編ラリー車両規定第３章第３条３，１３）及びＪＭＲＣ九州ラリー
　　　シリーズ車両規定③に準ずる。
　３　車両の変更は同一クラス内でのみ認める。
　４　参加確認後の乗員の変更は認めない。全ての変更は、オーガナイザーに対して正式文書にて
　　　申告するものとし、オーガナイザー及び競技会審査委員会の承認を必要とする。
　５　過給機付車両のエアリストリクターの装着は任意とする（エアリストリクターを装着しない
　　　場合はエンジン、ＥＣＵはノーマルとする）
　　　エアリストリクターを装着する場合は最大内径３３ｍｍとする

第８条　参加手続及び参加受理
　１　参加料
　　　「競技会参加料」
　　　　・選手権クラス　・ＲＨ１・２・３・４各クラス　　　　　　　　　：　￥４００００
　　　　　　　　　　　　・ＲＨ５クラス　　　　　　　　　　　　　　　　：　￥２００００
　　　　・チャレンジ・オープンクラス　　　　　　　　　　　　　　　　　：　￥３００００
　　　「レッキ参加料」
　　　　・全クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　￥２０００
　　　「サービス車両登録料」
　　　　・サービス車両１台につき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　￥２０００
　　　　　　＊ＪＭＲＣ九州統一規則書、第１５条の規程に基づき、参加料の割引が適用される。
　　　　　　　ただし、参加者がドライバーの時のみ適用される。
　２　必要書類
　　　「エントラント」
　　　　・ＪＭＲＣ統一参加申込書
　　　　・任意保険の写し、もしくは任意保険申込書
　　　　・レッキ申込書



　　　　・入金明細書
　　　「サービス」
　　　　・サービス登録申込書（当日受付とする）
　３　参加申込受付期間
　　　　・２０１９年４月８日（月）～４月２０日（土）（必着）
　４　上記にて受付した参加申込は、次の場合を除き返還しない。
　　　　・オーガナイザーが参加を拒否した時
　　　　・本競技会が不可抗力のため取止めになった時
　　　　・受付期間中に参加者が取消を申し出た時。但し、この場合は事務費用として１件につき
　　　　　￥１０００を差し引いて返還する。
　５　参加料は、現金書留（参加申込書、他書類と一緒）が望ましいが銀行振込も認める。
　　　銀行振込の場合は、振込受取書（銀行印のあるもの）のコピーを参加申込書に同封すること。
　　　　＊振込み先　
　　　　　　「宮崎太陽銀行　延岡中央支店　（普通）２５７４６０
　　　　　　　　ルート・１０・延岡　会長　　土　田　孝　男　　」

第９条　レッキ
　１　レッキはオフィシャルの指示に従って行う。「第３条　タイムスケジュール」に
　　　定められた時間外の走行はいかなる場合も禁止する。
　２　レッキの方法の詳細については、当日レッキ受付にて渡されるレッキ指示書に従うこととする
　３　指示された進行方向に従い走行することとし、逆走は禁止する。
　４　レッキの間、各クルーは交通法規を遵守しなければならず、さらに規則や公式通知で通知され
　　　るオーガナイザーのいかなる指示にも従わなければならない。
　５　タイムトライアルを予定する区間での３０ｋｍ／ｈ以上での走行は禁止する。

第１０条　車両検査及び整備作業
　１　すべての参加車両はオーガナイザーの指定した場所において公式車検を受けなければならない
　２　技術委員長より修正を命じられ、その修正を時間内に行えない者、もしくは公式車検を受けな
　　　い者はスタートを拒否する。
　３　公式車検時に次の物を点検するので必ず携行すること。
　　　　・非常用信号灯（１個以上）　・赤色灯　　　・三角表示板（２枚以上）
　　　　・牽引ロープ　　　　　　　　・救急医薬品　・ヘルメット（２名分）　
　　　　・該当する車両規定に定められている仕様の消火器
　４　整備作業の範囲
　　　　・タイヤの交換　　・ランプ類のバルブ交換　・点火プラグの交換
　　　　・Ｖベルトの交換　・各部点検増締め
　　　　　尚、上記以外の整備作業を行う場合、競技会技術委員長の許可を得て、所定の申告書
　　　　　を必ず提出すること。
　５　各クルーは、競技の最終コントロール通過後ただちに競技車両をパルクフェルメに進入させ
　　　以下の確認を受けなければならない。
　　　　・出走前に車検を受けた車両と同一であること
　　　　・罰則の対象、損害賠償となる要因の有無
　６　入賞した車両は再車検を行う。これに関する該当車両の仕様、整備解説書などは参加者にて
　　　用意することとする。再車検に要する工具、部品、人員及び費用は参加者の負担とする。

第１１条　競技番号（ゼッケン）及び広告
　１　ゼッケンは、オーガナイザーにて決定する。
　２　ゼッケンに対する抗議は受付けない。
　３　オーガナザーが指定する位置へ指定広告を貼ること。

第１２条　ドライバーズブリーフィング（ＤＢ）
　１　ＤＢはスタート会場にて行う。
　２　クルー及びエントラントは、ＤＢ参加確認署名簿に署名をして、参加しなければならない。
第１３条　ＳＳ（スペシャルステージ）
　１　ＳＳ区間は、１／１０秒まで計時し成績に反映させる。
　２　クルーがＳＳを逆走することは禁止する。
　３　ＳＳのスタートは、スタンデイングスタートとする。競技車両はエンジンのかかった状態で
　　　スタートライン上に停止し、スタートの合図に従ってスタートする。合図が出されて２０秒
　　　以内にスタートできない場合は失格とし、安全な場所へ速やかに移動される。
　４　スタートの合図は、標準時刻表示装置（時分秒デジタル表示）によって行う。
　　　また、この装置に連動してフライング検知装置を使用する。
　５　４の装置が故障した場合は、ラリー競技開催規定付則「スペシャルステージラリー開催規定」
　　　第２５条６．によるスタート方法とする。
　６　指定されたスタート時刻までに、クルーまたは競技車両に起因して自己のスタートが



　　　遅れた場合は、タイムペナルテイが課せられた上で、担当競技役員によって新たな時刻が
　　　与えられる。
　７　各ＳＳには、オーガナイザーによりあらかじめ基準所要時間は設定され、ルートブックに
　　　示される。
　８　ＳＳのフィニッシュはフラングフィニッシュとする。黄色地の予告標識までの間は停止する
　　　ことを禁止する。
　９　フィニッシュライン通過後、競技車両はストップポイントまで進み、タイムカードに
　　　フィニッシュライン通過時刻（時・分・秒・１／１０秒）の記入を受ける。
１０　ＳＳにおいては、いかなる援助を受けることも禁止する。

第１４条　計時、計測及びタイムカード　
　１　記録する時刻は、すへてＮＴＴ（電話１１７）の時報により調整したオーガナイザーの
　　　所持する時計及び計測器により計時する。
　２　タイムコントロールにおいては、コ・ドライバーが競技役員にタイムカードを提出した
　　　時刻を分まで計測する。
　３　スタートより競技終了までのタイムカードは、各セクションのスタート時に交付される。
　４　タイムカードの管理及び記入された内容の確認は参加者の責任とする。
　５　タイムカードに対する抗議は、チエックを受けた競技役員に直ちに行い、その役務を
　　　妨げてはならない。また、その判定に従わなければならない。

第１５条　タイヤ
　１　各セクションスタート後は、タイヤのバースト・パンク・ホイルの破損等やむを得ない
　　　理由で、クルー自らが車載の工具類を使用して、車載したスペアタイヤと交換できる。
　２　各セクションのスタート時に車載したスペアタイヤ、または交換済みのタイヤは、
　　　各セクション走行中常時車載しておくこと。
　３　他車から借用したタイヤを使用することを禁止する（スタート前及びサービスパーク
　　　内は除く）。

第１６条　競技結果
　１　競技結果はＳＳで記録された所要時間とロードセクションその他で課せられた
　　　ペナルテイタイムを合計して決定される。
　２　ＳＳは１／１０秒までの所要時間、ロードセクションは早着１分につき１分
　　　遅着１分につき１０秒のペナルテイとする。
　３　複数のクルーの最終成績が同じである場合は、最初のＳＳでより少ない所要時間を
　　　記録したクルーが上位となる。これで順位が決定できない場合は２番目以降のＳＳの
　　　結果を順次比較して決定する。
　
第１７条　罰則　
　　　本競技会には、国内競技規則及びその付則による罰則が適用される。

第１８条 失格規定
　　　第１７条で定める罰則以外、以下に該当する行為をなした場合失格とする。
　１　交通違反で警察に摘発され時、交通事故を起こした時。
　２　競技役員の重要な指示に従わなかった時。
　３　参加チームあるいはクラブのサービスクルーが競技役員の指示に従わず、重大なミスを
　　　誘発させた時。
　４　著しくマナーが悪く、他車チームより申告があり競技役員がそれを認めた時。
　５　コースを故意または過失に関わらず閉鎖した時。
　６　タイムカードの改ざんなど虚偽の申告が判明した時。
　７　その他本特別規則書に定める事項に違反した時。
　８　事前試走が発覚した時。（３月１日～４月２６日まで・・美郷町内において
　　　競技車はもちろんすべての四輪車及び二輪車も含む）

第１９条　抗議
　１　参加者は自己チームが不当に処遇されていると判断した時は、これに対して抗議する
　　　ことができる。
　２　抗議は抗議の対象となる理由を具体的に記入した文書にて１件につき￥20,900の
　　　抗議料を添えて、競技長に提出しなければならない。
　３　抗議料は、その抗議が正当と裁定された場合にのみ返還される。
　４　抗議の申し出は、競技に関するものは申し出者のゴール後３０分以内、成績に関するものは
　　　暫定結果発表後３０分以内までとする。
　５　競技委員または車両検査委員の決定に対する抗議は、決定直後に抗議提出の意思表示を行い
　　　３０分以内に正式書面を提出しなければならない。
　６　競技会審査委員会の裁定は、審査委員長より口頭で当事者に宣告される。



第２０条　棄権（リタイア）
　１　参加者が途中でリタイアする場合、最寄の競技役員にリタイア届けをもって申告する。
　２　リタイアした場合、直ちにゼッケン番号、ラリー競技会之証、及びその他の車体貼付物を
　　　取り除くこと。

第２１条　競技打切り又は中断
　１　競技の進行が全ての参加者両に対して不可能または著しい障害になったとき、又は他に
　　　及ぼす影響などで競技の続行ができなくなった場合、競技会審査委員会の決定により
　　　打切り及び特定区間の中断がなされる。
　２　競技が打切りになった場合の成績は、競技打切り時点までにおけるものとする。

第２２条　遵守事項
　１　道路交通法を遵守し、他の交通に迷惑を及ぼす行為をしてはならない。
　２　付近の住民に暴走行為など迷惑を及ぼす行為をしてはならない。
　３　参加者は、競技運営上のあらゆる規定、指示に従い、常に明朗かつ公正に行動し
　　　オーガナイザーや大会後援者、競技会審査委員会の名誉を傷つけるような行為を
　　　してはならない。
　４　競技中は必ずシートベルトを着用し、ＳＳ区間ではヘルメットも着用すること。
　５　コース上でやむ得ず停車した場合は、後続車に対して自車の５０ｍ以上後方で
　　　合図信号などで知らせること。
　６　明らかに追い越そうとしている車両がある場合は安全かつ速やかに進路を譲って
　　　追越させる。
　７　登録された乗員以外は乗車してはならない。

第２３条　損害の補償
　　　参加者及びサービス員は、事故、過失により生じた損害について、自己の責任において
　　　一切を処理しなければならない。又、ＪＡＦ、オーガナザー及び大会役員並びに
　　　道路管理者が一切の損害賠償の責任を免除されることを承知しなければならない。
　　　即ち大会役員はその役務に最善を尽くすことは勿論であるが、その役務遂行によって
　　　万一事故が生じた場合、それに対する一切の補償責任をＪＡＦ、オーガナザー、
　　　大会役員、道路管理者は免除される。

第２４条　賞典
　１　各クラス　１～３位まで、又は、各クラス参加台数の３０％以内
　２　競技運営上やむを得ぬ事情が生じた場合は、賞典の制限を行うことがある。

第２５条　本規則書の解釈
　　　本規則書及び競技に関する諸規則（公式通知）の解釈についての疑義は、競技会
　　　審査委員会の決定をもって最終とする。

第２６条　問合せ先
　　　     TEL 090-3329-7883　FAX 0982-37-0253　　大会事務局　松田裕司






